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仕事は暮らしを支える生活基盤であるとともに、生きがいや喜びをもたらすものです。 

また、いきいきとした暮らしには、家事や子育て・介護・地域活動などの充実が欠かせません。 

そのためには、仕事と家庭生活において、自からが希望するバランスで展開できることが必要です。 

今回は、そんな暮らしを実現する「ワーク・ライフ・バランス」について考えてみました。 
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【
子
ど
も
を
持
つ

こ
と
に
大
き
な
カ

ベ
が
？
】 

総
務
省
の
平
成

１８

年
社
会
生
活

基
本
調
査
を
み
る
と
日
本
の
父
親
の
一

日
の
家
事
育
児
時
間(

週
平
均)

は
、
５６

分
と
短
く
、
さ
ら
に
そ
の
中
で
も
大
分

県
が
３６
分
と
一
番
短
い
よ
う
で
す
。
こ

の
こ
と
は
、
子
育
て
の
負
担
が
女
性
に

集
中
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、「
出
産
後

に
仕
事
を
続
け
る
こ
と
」
が
で
き
な
い

な
ど
、
女
性
が
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
へ

の
大
き
な
カ
ベ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子

育
て
の
負
担
感
を
軽
減
し
、
子
ど
も
を

健
や
か
に
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
男

性
の
育
児
参
加
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

【
長
時
間
働
く
け
ど
・
・
・
生
産
性
は
？
】 

下
の
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
全
く
満
足
し
て
い
な
い
割
合
」

の
グ
ラ
フ
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
日

本
は
満
足
度
が
一
番
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
日
本
が
世
界
の
中
で
労

働
時
間
が
最
も
長
い
国
で
あ
る
こ
と
や
、

男
性
の
家
庭
生
活
や
地
域
活
動
に
参
加

す
る
時
間
が
少
な
い
こ
と
が
原
因
の
一

つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
労

働
生
産
性
の
国
際
比
較
」
の
グ
ラ
フ
を

み
る
と
、
日
本
の
生
産
性
は
、
長
時
間

労
働
の
割
に
は
先
進
国
の
中
で
も
低
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 【
意
欲
向
上
！
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
】 

一
部
の
事
業
所
で
は
「
残
業
は
当
た

り
前
」
と
い
う
習
慣
か
ら
長
時
間
労
働

に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
の
こ
と
が
働
く

者
を
疲
れ
さ
せ
て
し
ま
い
、
生
産
性
低

下
の
一
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

意
欲
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
「
仕

事
の
優
先
順
位
を
決
め
る
」「
今
ま
で
し

て
き
た
業
務
で
、
不
要
な
も
の
は
な
い

か
」
な
ど
仕
事
の
あ
り
方
を
見
直
す
中

で
、
長
時
間
労
働
を
解
消
し
、
働
く
者

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ッ
プ
で
き
る

よ
う
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

が
展
開
で
き
る
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
で
す
。 

 

【
め
ざ
せ
生
産
性
ア
ッ
プ
！
】 

一
方
、
イ
ク
メ
ン
（
※
）
た
ち
は
、

積
極
的
に
家
事
育
児
を
こ
な
し
た
経
験

か
ら
「
仕
事
量
の
割
振
り
な
ど
仕
事
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
子
ど
も
と
過
ご
す

 

子 育 て 
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出典:「経済財政諮問会議(第 7回)」(平成 19年) 

※イクメン＝子育てを楽しみ、自分自身も成長する男性のこと 

ワーク・ライフ・バランスについて全く満
足していない割合(24カ国 14000人対象) 
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地域包括支援センターは、市内１７ヶ所あります 

 圏域名(中学校区） 地域包括支援センターの名称 電話番号 

1 上野ヶ丘・碩田 上野ヶ丘・碩田地域包括支援センター ５１３－５１０３ 

2 王子・大分西 王子・大分西地域包括支援センター ５４４－１２２３ 

3 南大分 南大分地域包括支援センター ５７３－６６８８ 

4 城南・賀来 城南・賀来地域包括支援センター ５４５－１０３０ 

5 城東 城東地域包括支援センター ５５８－６２８５ 

6 滝尾 滝尾地域包括支援センター ５６７－１７２０ 

7 明野 明野地域包括支援センター ５５６－３６００ 

8 原川・鶴崎 原川・鶴崎地域包括支援センター ５０３－６２３１ 

9 大東・東陽 大東・東陽地域包括支援センター ５２４－０８９２ 

10 大在・坂ノ市 大在・坂ノ市地域包括支援センター ５２８－９２９５ 

11 稙田・稙田西 稙田・稙田西地域包括支援センター ５４２－７１４７ 

12 稙田南(寒田小学校区除く) 稙田南地域包括支援センター ５４７－７８８６ 

13 稙田東(寒田小学校区含む） 稙田東地域包括支援センター ５６８－３３１０ 

14 竹中・判田 竹中・判田地域包括支援センター ５９７－４１１１ 

15 戸次・吉野 戸次・吉野地域包括支援センター ５８６－７１７０ 

16 野津原 野津原地域包括支援センター ５８６－４０２０ 

17 佐賀関・神崎 佐賀関・神崎地域包括支援センター ５７５－０３３７ 

 

た
め
に
、
仕
事
を
時
間
内
に
終
わ
ら
せ

る
」「
子
ど
も
の
予
測
不
可
能
な
行
動
に

素
早
く
対
応
す
る
」「
子
育
て
で
バ
テ
な

い
よ
う
に
健
康
管
理
を
す
る
」
な
ど
の

経
験
か
ら
タ
イ
ム
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
や

リ
ス
ク
管
理
な
ど
が
自
然
と
身
に
つ
き
、

職
場
で
は
仕
事
が
で
き
る
と
評
価
さ
れ
、

部
下
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
そ

の
上
、
趣
味
や
地
域
活
動
な
ど
を
楽
し

む
人
も
多
い
よ
う
で
す
。 

「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
し
た
い
」

「
子
育
て
し
た
い
」
と
思
う
の
は
女
性

で
も
男
性
で
も
自
然
な
気
持
ち
で
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

し
、
子
育
て
を
満
喫
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

【
介
護
休
業
は
９３

日
。
で
も
取
得
し

に
く
い
？
】 

働
く
人
が
介
護

に
直
面
し
た
と
き
、
後
押
し
し
て
く
れ

る
の
が
「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
」

で
す
。
こ
の
法
は
、
対
象
家
族
が
一
人

に
つ
き
、
要
介
護
状
態
に
至
る
ご
と
に
、

一
回
、
通
算
９３
日
の
休
業
が
取
れ
ま
す
。

ま
た
、
事
業
所
規
模
500
人
以
上
の
大
企

業
で
は
９９
．
６
％
、
３０
人
以
上
の
企
業

で
も
８５
．
５
％
以
上
が
介
護
休
業
の
規

定
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
法
制
度
等
の
整
備
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
平
成
２０
年
に
実
際
に
介
護

休
業
を
取
得
し
た
女
性
は
０
．
１１
％
、

男
性
は
０
．
０３
％
と
い
う
少
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。（
厚
生
労
働
省
：
平
成
２０

年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
よ
り
） 

 

【
介
護
で
一
旦
離
職
す
る
と
再
就
労
が

難
し
い
？
】 

家
族
の
介
護
や
看
護
の
た
め
に
転
職

や
離
職
し
て
い
る
人
も
多
く
、
平
成
19

年
９
月
ま
で
の
五
年
間
で
５０
万
人
以

上
も
い
ま
す
。
特
に
、
女
性
は
そ
の
う

ち
の
約
八
割
も
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
19
年
総
務
省
の
「
就
業
構
造
基
本

調
査
」
を
み
て
み
る
と
、
一
旦
離
職
し

再
就
労
で
き
る
男
性
は
約
４０
％
、
女
性

は
約
３０
％
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
職
を
失

っ
て
し
ま
う
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。 

介
護
問
題
が
起
こ
る
と
、
仕
事
を
辞

め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
る
な
ど
、

人
生
の
大
き
な
転
換
期
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

 

【
介
護
問
題
に
直
面
し
不
安
に
な
っ
た

ら
・
・
・
】 

「
要
介
護
認
定
の
申
請
を
頼
み
た
い
」

「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
不
安
」

「
虐
待
を
受
け
て
い
る
人
が
い
る
」
な

ど
、
介
護
問
題
で
不
安
に
な
っ
た
ら
、

市
内
１７
ケ
所
に
あ
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

介 護 
編 


